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I課題分析 表 1 抽出した課題

1.課題設定の理由

( 1 )置籍校の概要と課題

1 )置籍校の概要

置籍校は児童数が約 400人程度、教職員数約

3 0名程度の中規模公立小学校である。この地区

には中学校 1校， 小学校 1校，幼稚園 2園，保育園

1園があり，幼 ・小 ・中が比較的近くにまとまって

いる。現在は比較的落ち着いた雰囲気が保たれつ

つある。

2) 可視化された課題

児童 ・教職員を対象に学校アセスメントを実施

し児童 ・教師 ・組織のよさと課題の構造を可視

化その関連性について着目した(図 1)。そこか

ら読み取れる置籍校の課題を児童，教職員の教

育活動，学校組織の 3観点に分類して抽出した。

(表 1)。

図 1 児童・教職員のよさと課題の関連性
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( 2 )実践研究の目的

組織上の課題である目標共有の意識化 を推

進していくことで，教職員の教育課題の改善

を図りその結果，児童が抱える教育課題の解

決に迫りたい。そこで，教職員の学び合う風

土の構築と ，学校の組織化 と教育の質的改善

を促すための教員相互のモニタリングシステ

ムを開発的に導入していくことから始め，そ

の効果を検証する 中で，置籍校の教育課題を

解決していくことを実践研究の目 的 とした。

( 3 )実践研究の課題

本研究の 目的を達成するために、次の課題

を設定した。

① 置籍校の教育課題の可視化

② 組織化 と教育改善を実現する教育改善プ

ログラムの構築

③ 構築したプログラムの展開による組織化

と教育改善に向けた実践

④ プログラムの有効性の検証



①Research期:置籍校のアセスメントを行い， モニタリングシステムでは，個また数名の

児童の良さと課題を出し合うワークショップ 学びや指導スキル向上，個人の選択 ・決定を

研修を行うことで，課題を焦点化 していく 。 優先するスパイラルと ，組織的な教育技術 ・

②Plan期:Research期で焦点化 された内容を 知識の蓄積と組織的な行動の変容を可能とす

もとに，児童の実態を踏まえて，重点目標， る大きな流れのスパイラルの 2つがある。個

年間計画を立案していく 。管理職だけでなく， の日常的なスパイラルが何度も周り，定期的

教務主任，各指導部長，担当者などが会議を にそれらを精選の場で吸い上げていく 2段階

経て立案し，次年度の計画を決定していく 。 のスパイラルと言える。 (図 3) 

③00期:Plan期で提案された重点指導内容に | 

ついて，モニタリングシステムを活用しなが

ら実践していく 。個のスパイラルと組織スパ

イラノレの両方を効果的に回していくことで，

学び合う 風土と ，教育の質的改善を図る。

④Check期⑤Action期:00期の評価やアンケ

ート結果をもとに本実践研究の成果を検証し

ていく 。そして，その結果を次年度の教育計

2.実践研究の計画

( 1 )具体的な取り組み

1 )学校組織マネジメントの枠組み

置籍校の教育課題を解決していくための具

体的な取り組みとして，以下の 5つの枠組み

を設定した。

画に生か してし 1く。

2 )モニタリングシステムの開発

00期での日常的モニタリングをよりア ク

ティブに，より効果的に行うための仕組みと

して本実践研究では，モニタリングシステム

を本モデル内に開発的に取り入れた。学校組

織内の情報共有の在り方を見直し，職員同士

の学び合う 風土と教育の質的改善を図る仕組

みを より確実に実行するためである。モニタ

リングシステムとは，図 2の手順を踏む{府撒

タイムから始まるスパイラノレな活動の場と知

識変換の全体像を指すものとする。
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図 2 場の変換と知識の変換

図 3 個と組織の 2段スパイラルイメージ

( 2 )組織マネジメントの展開枠組み

本実践研究では教師の主体的統合モデノレj

(久我 20 1 0一部修正)をベースとし，そ

こにモニタリングシステムを取り入れた基本

的な枠組みを作成した。 (図 4)
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図 4 実践研究展開図



E 課題解決

1.実践研究の実施

( 1) Research期

平成 28年 1月 7日に，校内研修を実施し

た。内容は以下の 3つである。

久我教授講演

学校アセスメン トデータの共有 (中西)

組織的省察 (全教員による ワークショップ)

アセスメン ト結果から抽出さ れた児童の課

題，組織的省察 (ワー クショップ研修) の結

果を踏まえ、これ らの課題改善のため，次年

度の計画を立てる方向で職員全体が動いた。

( 2) Plan期

作成したプロジェク ト設計が年間ステージ

重点シャワ 一ポイン トである (図 5)。
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図 5 年間ステージ計画表

( 3) Do期

1 )教職員の課題解決に関する取組

-児童に対する価値付け ・勇気づけを目的とし

たボイスシャワーを全職員で実施。

いいねカードの実施 (生徒指導部)

自己有用感を育てる係活動を全学級で実施

(特別活動部)

保護者との指導の連携

2 )児童の課題解決に関する取組

-初期段階での規範指導の徹底として「聞く」

指導の徹底を全職員で実施

・掲示物による意識付け

3 )児童のアイデアと エネルギーとを活用した

取組の実施

児童会 ワークショップ (目標の共有)

児童会本部と委員会活動 との連携

4 )教師の学び合う 風土 と教育の質的改善を図

る取組の実施(イ府轍タイムの設定)

4~5 月 に「授業中の聞 く 指導」を相互観察

し合う 術轍タイムを設定 し実施 した ことで，教

師同士の対話が生まれ，そこから教師の行動の

変容(指導の質の向上)が確認できた (図6・

7 )。また，10月には教師同士が主体的に授業

公開をし観察し合っている姿も見られた。そこ

からも学び合う 風土の高まりを確認できた。
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図 6 傭敵タイムでの教師の気づきと変容
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図 7 聞く指導の精選

2実践研究の総括

( 1 )教師と学校組織の変容

。



本実践研究の結果，教師同士の学び合う風土

が高まり，これが児童の教育課題の改善にもつ

ながったと考えられた。学校の教育課題と対応

する手立てを全職員で共有し，相互観察をしな

がら実践を積み上げたことが要因のーっと考え

られる。 (図 8 ・9・10) 
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図 8 学び合う風土(教師データ)
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図 9 子供への期待・信頼(教師データ)
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図 10目標の共有・協働意識(教師データ)

( 2 )児童の変容

児童の教育課題でも改善の傾向が確認できた。

(図 11・12・13)
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図 11 クラス効力感(子どもデータ)

図 12 規範意識(子どもデータ)
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図 13 学習意欲・活動意欲(子どもデータ)

※グラフは全て上から 27年 11月， 2 8年 1

1月， z区 X県 Y市 Z区データとの比較となっ

ている。

( 3 )実践研究の成果

本実践研究の成果として，次の 6点が挙げら

れる。①教職員の学び合う風土の高まりが確認

できたこと 。②教職員の学び合う風土が高まっ

たことで，教育の質的改善の傾向が見られたこ

と。③組織上の課題であった目標や手立てに対

する意識の高ま りが確認できたこと。④児童の

自分に対する信頼と他者に対する信頼の両方が

一定程度向上したこと 。⑤児童の生活規範意識

が向上したこと。⑥児童の学習意欲が向上した

こと。以上の成果から本実践研究の目的は一定

程度達成されたと捉えられた。

( 4 )今後の課題と展開の可能性

本実践研究では教師同土の学び合う風土の

構築を軸とし，教職員の教育活動に関する課

題，学校組織上の課題を改善していく中で，

児童の抱える教育課題も改善 していくことが

できた。多忙化、 多問題化が進む日本の教育

現場の中で，多忙感を感じさせない効果のあ

る取組を展開させていくことが，置籍校のみ

ならず多くの学校に必要であると考えている。

そのような意味でも，本実践研究の枠組みを

汎用可能なモデルとして，さ らに実践研究を

積み重ねていくことが今後の課題となる。


